
CSW67報告会

NGO主催パラレル・イベントの報告

石川美幸 (JAWW役員)



開催報告資料をHPに掲載した主催団体

• 3月7日 公益財団法人 日本YWCA

• 3月7日 Asia Pacific Women’s Watch / Southeast Asia Women’s Watch (開催資料のみ) 

• 3月8日 PDC PPSEAWA International

• 3月9日 日本BPW連合会

• 3月9日 日仏女性の人権架け橋 ミモザ実行委員会

• 3月11日 国際女性の地位協会

• 3月12日 Japan Brand Communication

• 3月16日 明治大学情報コミュニケーション学部 堀口ゼミ

▻ CSW67開催期間全日程 国立女性教育会館



3月7日 公益財団法人 日本YWCA



• 日本YWCAからはNYへユース4名、職員2名を派遣。
パラレルイベントにはNYのメンバーとユース1名、職員2名がオンラインで参加しました。

• 対面とオンラインのハイブリッドで行いました。

• イベントは現地では英語で行ない、オンラインに限って日本語のみ通訳が付けました。

マスメディアの中での
女性の取り上げられ方や
COVID-19下でひどくなった
オンラインを使用した子ども
の性的搾取などを取り上
げ、日本や世界の現状をど
う変えていったらよいかを
いっしょに考えるイベントで

す。



実施報告
• 参加者の人数 約 100 名 （対面約40名、オンライン約60名）

• イベント実施の感想

【成果】

・4年ぶりにユースを現地に派遣し、若い女性にエンパワメントの機会・経験を与えることが出来た。

・現地で、YWCA内外とのつながりを構築できた。

・プレスの方々に取り上げてもらう機会を得、日本YWCAとユースが行っている活動を対外的にアピールできた。

・多くの方に参加いただき、一緒にアクションプランを考えることが出来た。

【課題】

・ハイブリッド方式での開催と、さまざまなアプリケーションで対面とオンラインの垣根をなくそうと試みたが、あまりうま
くいかなかった。回線トラブルなどはなく、オンラインの方にもスムーズに届けられたが、会場設備（機材）に少し問題が
あった。

・会場の準備に与えられた時間が15分しかなかった。その中でハイブリッドの準備を行うのは難しかった。

• CSW68でのパラレルイベント等の実施予定、抱負など

・引き続きユース会員を派遣する予定。

• その他

CSW67の報告は、日本YWCAウェブサイトでもご覧いただけます。https://www.ywca.or.jp/kaze/ccsw67report/



3月7日 Asia Pacific Women’s Watch

/ Southeast Asia Women’s Watch

(開催資料のみ) 



EDUCATION, INNOVATION, AND, 
TECHNOLOGICAL CHANGE: 
USING THE COVID-19 DEGITAL AGE FOR 
EMPOWERMENT

主催： Asia Pacific Women’s Watch /

Southeast Asia Women’s Watch

開催日時：2023.3.7
1:00-2:30AM   EST

3:00-4:30PM JST

開催方式：ZOOMによるWEB開催



3月8日 PDC PPSEAWA International



Virtual NGO CSW67 Parallel Event

主催団体名：PDC PPSEAWA International, Soroptimist International etc.

イベントタイトル:Technology-Facilitated VAWG (Violence Against Women and  
Girls):How CSOs Enhance Their Influence on Binding Treaty

開催日時: March 7 21:00-22:30 (EST),March 8 10:00-11:30 (JST)

パネリスト（日本）：藤川眞理子（日本パシイワ、日本BPW 、大学女性協会）
他のパネリストの参加国：台湾、フィリピン、タイ、
発表演題名：
Progress of legislation to protect women and girls from stalking / violence by SNS use, and advocacy actions against VAWG 
by CSOs in Japan

発表要旨：日本における女性に関連する法整備の推移、桶川ストーカー殺人事件、近年のソシアルメディアユー
ザーの増加、デジタル暴力の増加、木村花さんの自殺について紹介。これらの事件を受けて警視庁、文科省、厚
労省と連携して内閣府男女共同参画局では第5次男女共同参画基本計画等においてDV対策、デジタル暴力対策に
取り組んでいることを説明した。
日本パシイワも属している国際婦人年連絡会によるロビー活動、日本パシイワのユースによるUHC活動への取り
組みを紹介し、日本のジェンダー平等に関わるCSOによるデジタル暴力に対する政策提言や法整備への寄与と今後
の活動の展望について言及した。



パラレルイベントの報告

・参加者の人数： オンライン 250名、
対面 50名

・参加者の国：台湾、日本、マレーシア、シンガポール、タイ、フィリピン、
インドネシア、香港、米国、カナダ、ハワイ、オーストラリア、
ニュージーランド

・イベント参加の感想：
参加国のデジタル暴力等への取り組みを知ることができた。
日本の取り組みについては省庁の連携を強化する必要性、子供への啓発の
工夫不足を感じた。



3月9日 日本BPW連合会



Girls



実施報告

• 参加者の人数 ４２名

• 参加は ４ヵ国から

＊4カ国のうち2国は参加者の感想からカウント

• イベント実施の感想

CSWのパラレルイベントを主催するということで、プレッシャーも大きかったが、参加者の
方それぞれの体験や思いに即して内容を理解して下さったり、議論して下さったりして、主
催者側にとっても参加者の方々にとっても意義深い時間になったかと思う。ゲストスピー
カーの菊池モアナ氏のお話も興味深く、参加者からもっと聞きたかったなど好評であった。
大事なテーマではありながらも、抽象的なテーマで、どう提示してどう話し合ってもらうか
悩んだ部分もあったが、結果的には実り多いイベントとなった。その結果、「ジェンダー主
流化」と「起業」という観点が新鮮で良かったという声もあり、このテーマで協議を重ね準
備してきて良かったと思えた。ニューヨークの滞在先からの配信であったため、回線トラブ
ル等もあったが、しっかりとしたバックアップのおかげで滞りなく開催することができた。
ここで得た反省点やそれに対する解決策を次回に活かすことができればと思う。



3月9日 日仏女性の人権架け橋
ミモザ実行委員会



2023年3月9日(木)21:00〈日本時間〉
内容日本の100年の女性史を伝えるコメディ演劇ミモザウェイズについて
主催：日仏女性の人権架け橋ミモザ実行委員会
ウェブサイト：https://woman-engeki.com/
連絡先：mimoza.japan@gmail.com ☎︎050-3595-2200

https://woman-engeki.com/
mailto:mimoza.japan@gmail.com


実施報告

• 参加者の人数 ５名 (ミモザウェイズから２名で、参加者は３名でした。)

• 参加は ２~３ ヵ国から

イベント実施の感想
• よかった点：２名の方は日本で普段から女性の人権について活動をされている方で、別の場所でお名前を知っているけれど、直接お話し
するのは初めてという方々でした。演劇公演「ミモザウェイズ」の報告、現在も継続しているオンデマンド映像配信などの企画をお伝えす
るだけではなく、お互いの活動について対話ができ、次に繋がりました。実行委員会より２名が参加して、日本語と英語で対応しました。

• 悪かった点：申し込み者は約２０名いましたが、実際の参加者は3名で残念でした。内１名は途中から参加、約5分ほどで退席されました。

CSW68でのパラレルイベント等の実施予定、抱負など
• 先日NGOCSW主催のフィードバック会に参加をしました。参加者５名でよかったと言われました。実際に１名という方もよくあるケース
のようでした。来年もジェンダー平等社会の実現という同じ目標を持つ人々と出会うために参加予定ですが、2021年にスティール若希さ
んと共催で企画したように、一つでも多くのグループと協力して、多様な人が関われる会の企画ができればと願っています。準備に時間が
かかるかもしれませんが、より多くの方と対話できるきっかけにできると思いました。

その他 NGOCSWでイベントを3回主催しました。オンラインプラットフォームが、日本語がないので難しい
ですが、より使いやすくなってきていると実感しています。個人的に、CSWの各国の結果についても注目して、
オンラインで参加できる会議にも、積極的に参加をしていきたいと思います。



3月11日 国際女性の地位協会



国際女性の地位協会
パラレルイベント

3月11日(土)
午後3時～5時



実施報告

• 参加者の人数 約50名

• 参加は 5ヵ国から

• イベント実施の感想

女性差別撤廃条約の条文や、一般勧告第36号(女児及び女性の教育を受ける権利)を引用しなが

ら、高校生、大学生、医学生、社会人の若者がそれぞれの経験を語ったことで、ジェンダーの課題につ

いて参加者の関心を高め、大学の取り組み、STEAM教育、医療現場におけるジェンダーバイアスや医

療従事者のワークライフバランス、ジェンダー主流化などの問題意識を共有することができた。

参加者とのQ＆Aでは、各発表内容に関してアンコンシャスバイアスの問題について活発な意見交換が

行われ、有意義なイベントとなった。

• CSW68でのパラレルイベント等の実施予定、抱負など

CSW68の優先テーマを念頭に、若者を中心にNGOCSW参加を検討する。



3月12日 Japan Brand Communication



CSW67 Parallel virtual event 
主催団体：Japan Brand Communication
イベントタイトル：

21Century Authentic Leadership education in the digital age
- Considering from the distinguished women leaders; Ms. Umeko Tsuda, 
Madame Sadako Ogata
• 開催日時：3⽉12日（日）10:00am-11:00am(日本時間)

March 11（Sat.）8:00pm-9:00pm(EST)

• Zoom webinar/ 使⽤言語は英語です。Language: English

• Register ご登録：https://forms.gle/uWQCAyY7mWssHLWw6

ご登録頂いた⽅々に、後日開催前にメールからZoomリンクのご連絡をいたします。

• Keywords of the topics: SDGs, Women & Digital Leadership

• Host: Emi Shitara, President, Japan Brand Communication

• Guest Speaker: Ms. Estefanía Palomino, LL.M

The Director of the Aspen Global Innovators Group at the Aspen Institute

The one of the “10 Young Leaders Who Are Creating A Better World” selected by 
Johnson & Johnson and the Huffington Post in 2015.

津⽥梅子⽒、緒⽅貞子⽒のエピソードなども振り返りながら、

21世紀のLeadership教育を考える機会です。ニューヨークのゲストスピーカーをお招きしています。

*CSWは2022年にサイドイベントやパラレルイベントにオンラインで参加、

今年はオンラインパラレルイベント主催に初挑戦します。

運営へ応援メッセージやご寄付など、大変有難く歓迎しております。

ご連絡： emi.shitara@japanbrandcommunication.com

ホスト：
設樂恵美
-Member of the Jury Committee 
of the Global Media & 
Information Literacy Awards 
2021 for UNESCO

-津⽥塾大学学芸学部国際関係学科
卒
-お茶の⽔女子大学
女性リーダー育成塾：徽⾳塾塾⽣
-国際文化会館 新渡⼾国際塾修了
-Harvard Business School Online
Sustainable Business Strategy 
course修了
-HBS Onlineグローバルコンペティ
ションCommunity Challenge2021
にてTokyo Chapter多国籍オンライ
ンプロジェクトチームを優勝に導く。
-国連ITU Girls in ICT Day 2022
ハイブリッドイベントなど、
国際イベントでのスピーカー
-SDGsグローバル提言活動などにも
貢献。
-2021-2022⽶国大使館・
テキサス大学オースティン校
グローバルイノベーションラボの
Advancing Women and Youth 
Entrepreneurshipプログラムに参加。

https://www.linkedin.com/in/emi-
shitara/

ゲストスピーカー：
Ms. Estefanía Palomino, LL.M
Estefania is the Director of the 

Aspen Global Innovators Group at 

the Aspen Institute. She joined the 
Aspen Institute in June 2022, 

where she works on a portfolio of 
programs to dismantle global 

health disparities globally and 

domestically. During her career in 
philanthropy, she served as a 

Program Manager at The Wyss 
Foundation and as a Program 

Officer at the Helmsley Charitable 

Trust, managing multimillion-dollar 
portfolios, developing and 

implementing social justice, 
women's rights, and global health

strategies, and actively engaging

with partners in Central Asia, 
Europe, Latin America, Sub-

Saharan Africa, and the United 
States. Her thought leadership has 

been featured in the Huffington

Post, World Economic Forum blog, 
Health Affairs Blog, and the 

Atlantic Live. Estefanía served as 
an Executive Editor for 

Georgetown’s Food and Drug Law 

Journal and throughout her career
has authored multiple peer-

reviewed papers and opinion 
pieces.



実施報告
【イベント実施の感想】

これまでCSWにオンラインで様々な国際サイドイベントやパラレルイベントに参加し、

2023年本年初めて、CSWにてパラレルイベントの国際ウェビナーを英語で主催致しました。

ChatGPTなどのデジタル新技術に右往左往せず、本質的かつ現代にも活かせるDigital Leadership教育を考える機会を提供致しました。

特別ゲストスピーカーに、ニューヨーク在住で今後の活躍も期待できる女性リーダーのお一人をお招き致しました。

開催に当たり、温かいご協力、ご支援を頂きました多くの皆様方に、心から感謝申し上げます。

今後の活動の発展ですが、

国連ITUのパートナーとして、昨年から”Girls in ICT Day”に協力し、

本年CSWで発表した内容の一部を活かし、5月23日にタイなどの大学生や高校生に向けて

オンラインでLeadership Skillsをテーマにした講義とワークショップを実施予定です。

https://girlsinict-asiapacific.org/thailand/girls_in_ict_day/girls-in-ict-day-2023/

先立って、4月27日にバンコク でオープニングセレモニーがハイブリッドで開催され、

昨年に引き続き、本年もパネルに登壇致しました。

https://girlsinict-asiapacific.org/thailand/opening-ceremony-of-girls-in-ict-day-thailand-2023/

【CSW68でのパラレルイベント等の実施予定、抱負など】

来年のCSW68でもイベントの主催を望んでおります。

ニューヨークは他の仕事などでこれまで出張経験もあり、またNGO CSW/NYの方々とも交流がありますので、

今後のCSWでは、ニューヨークにも可能なら行きたいと望んでおります。そのための渡航予算のアイディアなどを募集しています。

ご知見のある方、どうぞご助言頂けますと誠に有難く感謝申し上げます。今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

https://girlsinict-asiapacific.org/thailand/girls_in_ict_day/girls-in-ict-day-2023/
https://girlsinict-asiapacific.org/thailand/opening-ceremony-of-girls-in-ict-day-thailand-2023/


3月16日 明治大学情報コミュニケーション学部
堀口ゼミ



・明治大学堀口ゼミ「ユースワークショップ：モバイルとテクノロジーによるジェンダーと性教育」

〈英語版ポスター〉 〈日本語版ポスター〉



実施報告

• 参加者の人数 約 20 名

• イベント実施の感想

発表中に、チャット欄に感想やコメントなどを書き込んでくださる参加者の方々が

いらっしゃり、私たちもその場で応答することができて、活発なコミュニケーションを

とることができました。また、今回アニメーションやゲームを用いた発表についての

好意的なリアクションをいただいたので、今後も身近なカルチャーを手掛かりとした

発表の作成を心がけたいと思いました。

• CSW68でのパラレルイベント等の実施予定、抱負など

明治大学堀口ゼミでは、CSW68でのパラレルイベントの参加を予定しております。現在、私たちは

「レイプドラッグ・アンケート」と題して、レイプドラッグの被害についてのアンケート調査を実施

しており、パラレルイベントでその結果報告をできればと考えております。

※アンケートはこちらから回答いただけます。ご協力をお願いいたします。→



CSW67開催期間全日程で実施 国立女性教育会館



実施報告：（独）国立女性教育会館

NGO CSW 67 のオンラインプラットフォームで
展示ブースを開催しました。
実施報告は、国立女性教育会館のホームページ
をご覧ください。

「第67回国連女性の地位委員会
（CSW）早わかり」を刊行します。
近日中に国立女性教育会館の
ホームページに掲載しますのでぜ
ひご活用ください。

https://www.nwec.go.jp/global/exchange/j67gf50000002fpj.html
https://www.nwec.go.jp/about/publish/global.html


NGOCSW/NYバーチャルフォーラム上のNWEC展示ブース（Exhibit Booth）
・展示ブースでは、日本国内の男女共同参画の取組について、会館の「研修事業」「調査研究事業」「国際研修」「女性教育情報
センター」の情報を掲載
・3月7日、9日、16日に展示ブース上で実施したNWECバーチャル・オープン・ハウスでは、昨年度の国際研修参加者や日本の
取組に関心がある方々が世界各国から参加し、会館の研修事業、図書館事業等について意見交換するとともに、啓発活動や
ジェンダーに基づく暴力の被害者支援を拡げるためにもネットワークづくりが重要であることを再確認
・3月14日には、会館が毎年実施している男女共同参画推進フォーラム(NWECフォーラム)出展団体や大学生、団体に協力いただ
き、国内外で共通する身近な課題を取り上げたオンライン・セミナー「ユースと語るジェンダー平等」を実施
3人のパネリストが、日常生活の中にあるジェンダー問題「性暴力（痴漢）」「校則（男女別の制服や髪型規程）」「性教
育とジェンダー（生理に対する不十分な理解を含む））」に気づき、知人・友人をはじめとした社会への働きかけに工夫して
取り組んだ経験を報告

CSW早わかり
近日中に「第67回国連女性の地位委員会（CSW）早わかり」を刊行します。NWECホームページからダウンロードのうえ、
ご活用ください。

令和５年度NWECフォーラム（11月中旬から12月中旬にオンライン開催）
NWECフォーラムは、男女共同参画、女性活躍、ダイバーシティ等の推進に取り組んでいる団体等が、日頃の研究や教育、学習、
実践活動の成果をもとにワークショップやパネル展示を行う場です。是非CSWの成果やそれに基づいた活動についてフォーラムを
活用して発信ください。
・出展者募集要項は６月にNWECホームページにて公開予定
・応募期間は７月から８月初旬予定 ＊詳しくは、NWECホームページをご確認ください。
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